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市内の放射線量の測定状況をお知らせします市内の放射線量の測定状況をお知らせします
　市内の小・中学校、幼稚園、都市公園、保育所などで放射線量を測定
しています。詳細は市ホームページ「新着情報」でもごらんになれます。

■県設置可搬モニタリングポスト
　の測定結果

（設置場所：市役所玄関わき）
７月 16 日～８月 15 日の測定値
・最大値　0.184（７月 18 日）
・最小値　0.154
　　　　（７月 19 日、８月８日）
■各浄水場の水道水測定結果
　各浄水場とも、５月６日以降の
測定で、放射性物質は検出されて
いません。
■給食食材の測定結果
　９月に使用する学校給食食材

（７品目）を８月 25 日に測定し
た結果、放射性物質は検出されて
いません。今後も検査を継続し、
安全安心な給食を提供します。
問給食センター　☎ 4 3‐4 6 6 1

表中の測定値の単位は、マイクロシーベルト／時、です。
上段：小学校、幼稚園、保育所などは、地上 50cmの測定値です。
　　　中学校、都市公園は、地上 100cmの測定値です。
下段：保育所、保育園などは地上 5cm、他は地上 10cmの測定値です。

問小・中学校、幼稚園は教育総務課　内４５１
　都市公園は都市計画課　　 　　 　内２８２
　保育所・児童施設は社会福祉課　　内１３２
　浄水場は水道部業務課　　　　　　内１１１
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台
風
シ
ー
ズ
ン
の
対
策
は
万
全
で
す
か
？

台
風
シ
ー
ズ
ン
の
対
策
は
万
全
で
す
か
？

台
風
シ
ー
ズ
ン
の
対
策
は
万
全
で
す
か
？

　

９
、
10
月
は
、
多
く
の
台
風
発
生
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
災
害
へ

の
対
策
を
万
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
台
風
情
報
や
警
報
な
ど
に
注
意
す
る

・
気
象
台
発
表
の
台
風
情
報
が
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
な
ど
で
伝
え
ら
れ
ま
す
。
最
新

の
情
報
を
確
認
し
、
周
囲
の
安
全
を
確

か
め
ま
し
ょ
う
。

・
被
害
の
出
る
恐
れ
が
あ
る
時
は
、
注
意

報
、
警
報
や
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
、

土
砂
災
害
情
報
な
ど
が
発
表
さ
れ
る
の

で
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
情
報
は

注
意
し
て
聞
き
ま
し
ょ
う
。

○
危
険
な
場
所
に
近
づ
か
な
い

・
雨
で
増
水
し
た
河
川
等
は
、
大
変
危
険

な
の
で
絶
対
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
も
起

こ
り
や
す
く
な
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な

場
所
に
も
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

・
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
地
盤
が
緩
ん

だ
り
、
下
が
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
大

雨
に
よ
る
土
砂
災
害
や
河
川
の
増
水
、

道
路
冠
水
な
ど
が
発
生
す
る
可
能
性
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
十
分
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
台
風
の
風
は
二
段
構
え
で
や
っ
て
く
る

・
今
ま
で
吹
い
て
い
た
強
い
風
が
急
に

弱
ま
っ
て
も
、
お
よ
そ
１
～
２
時
間
後

に
は
吹
き
返
し
の
強
風
が
や
っ
て
く
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
風
が
弱
ま
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
屋
根
の
補
修
を
し
た
り
、

家
の
周
り
を
歩
い
た
り
す
る
こ
と
は
危

険
で
す
。

○
避
難

・
防
災
機
関
な
ど
か
ら
避
難
の
勧
告
や
指

示
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
従
え
る
よ
う
に

準
備
し
、
す
ば
や
く
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

「
む
だ
足
覚
悟
で
早
め
の
避
難
」
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
前
に
火
の
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
の
際
の
持
ち
物
は
、
最
小
限
の
物

を
背
中
に
背
負
う
な
ど
し
て
、
両
手
は

自
由
に
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

○
避
難
先
で
は

・
勝
手
な
判
断
や
行
動
を
せ
ず
、
指
導
者

の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

・
引
き
続
き
、
台
風
情
報
や
注
意
報
、
警

報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
総
務
課 

防
災
安
全
係
（
金
澤
）

内
３
３
８
、３
３
９

測定場所 測　定　値
８月５日 ８月19日

中郷第一 0.16 0.15
0.16 0.16

中郷第二 0.18 0.15
0.19 0.15

石 岡 0.19 0.17
0.20 0.18

精 華 0.17 0.14
0.17 0.15

明 徳 0.15 0.14
0.15 0.15

中 妻 0.20 0.16
0.21 0.16

華 川 0.34 0.29
0.35 0.32

関 南 0.24 0.19
0.25 0.22

大 津 0.25 0.21
0.25 0.22

平 潟 0.16 0.16
0.20 0.17

関本第一 0.20 0.17
0.20 0.18

富士ケ丘 0.40 0.33
0.45 0.36

測定場所 測　定　値
８月５日 ８月19日

中 郷 0.19 0.14
0.23 0.17

磯 原 0.16 0.16
0.17 0.17

華 川 0.22 0.18
0.23 0.19

常 北 0.18 0.16
0.19 0.18

関 本 0.20 0.17
0.21 0.19

測定場所
測　定　値

８月５日 ８月19日
いそはら
幼 稚 園

0.15 0.13
0.15 0.13

杉 の 子
幼 稚 園

0.11 0.10
0.11 0.10

誠 之 会
幼 稚 園

0.21 0.16
0.22 0.19

旭幼稚園 0.18 0.18
0.22 0.19

測定場所
測　定　値

８月４日 ８月18日
汐見ケ丘
近隣公園

0.17 0.15
0.18 0.15

粟野公園 0.19 0.17
0.27 0.24

磯 原
中央公園

0.19 0.17
0.21 0.20

五 浦
第二公園

0.29 0.24
0.36 0.30

浜 道
中央公園

0.18 0.14
0.19 0.17

測定場所 測　定　値
８月１日 ８月17日

関 本
保 育 所

0.20 0.17
0.26 0.21

木 皿
保 育 所

0.11 0.11
0.16 0.14

み な み
保 育 園

0.07 0.07
0.07 0.07

磯 原
保 育 園

0.12 0.10
0.14 0.14

大 津
保 育 園

0.12 0.13
0.14 0.14

中 郷
保 育 園

0.15 0.13
0.16 0.15

中 郷
子どもの家

0.13 0.13
0.14 0.18

大 津
子どもの家

0.15 0.13
0.21 0.17

心身障害者
第１福祉センター 　 0.10

0.08
心身障害者
第2福祉センター 　 0.16

0.21

○小学校 ○中学校

○私立幼稚園

○都市公園

○保育所、保育園など



　今年の平潟港主水祭りは、震災復興への思いを込
めての開催となります。皆さん、お誘いあわせのう
えお出かけください。
○と　き　10 月１日㈯　正午～午後６時
○ところ　平潟漁港
○内　容　魚霊祭、地元アマチュアバンドコンサー

　　　　ト、フリーマーケットなど
問商工観光課 観光係（樫村、鈴木）　　　内３６３
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北茨城市役所　☎43ー1111北茨城市役所　☎43ー1111

姉
妹
都
市
中
野
市
と
の
交
流

　

本
市
と
長
野
県
中
野
市
は
、
北
茨
城
市

出
身
の
詩
人
野
口
雨
情
と
中
野
市
出
身
の

作
曲
家
中
山
晋
平
を
題
材
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

朝
の
テ
レ
ビ
小
説
「
い
ち
ば
ん
星
」
の
放

送
を
縁
と
し
、
昭
和
55
年
度
に
姉
妹
都
市

提
携
を
結
び
ま
し
た
。

　

以
来
、
両
市
は
産
業
や
文
化
・
教
育
・

ス
ポ
ー
ツ
、
物
産
品
販
売
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
様
々
な
分
野
で
交
流
を
行
っ
て
お
り
、

昨
年
は
、
姉
妹
都
市
締
結
30
周
年
を
迎
え
、

記
念
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

去
る
３
月
に
発
生
し
た
「
東
日
本
大
震

災
」
で
は
、
被
災
者
へ
の
義
援
金
や
支
援

物
資
を
届
け
て
頂
い
た
り
、
被
災
者
を
中

野
市
へ
招
待
し
て
頂
く
な
ど
、
震
災
復
興

の
応
援
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
交
流
を
行
い
、

両
市
の
絆
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
９
～
10
月
に
「
社
会
生

活
基
本
調
査
」
を
全
国
一
斉
に
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
生
活
時
間
の
配
分
や
余
暇

時
間
に
お
け
る
主
な
活
動
状
況
な
ど
の
実

態
を
調
べ
、
政
策
の
基
礎
資
料
と
す
る
も

の
で
す
。

　

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
「
調
査
員
証
」

を
持
っ
た
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
安
心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

○
調
査
期
間　

平
成
23
年
９
～
10
月　

 

○
対
象
地
域　

中
郷
町
松
井
の
一
部

　
　
　
　
　
　

平
潟
町
の
一
部

問
企
画
政
策
課
市
民
協
働
係
（
武
子
）

内
２
３
６

　

夏
休
み
期
間
中
、
精
華
小
、
中
妻
小
、

華
川
小
、
大
津
小
、
関
本
第
一
小
の
５
校

で
、
普
通
教
室
の
床
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
床
が
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
床
に
張
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
11
月
の
子
ど
も
議
会
で

「
掃
除
が
し
に
く
く
、
不
衛
生
な
カ
ー
ペ

ッ
ト
床
を
改
修
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
提

案
を
受
け
て
、
こ
の
ほ
ど
改
修
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
（
写
真
は
関
本
第
一
小
学
校
）

問
教
育
総
務
課
教
育
施
設
係

（
宇
佐
美
、
鈴
木
）
内
４
５
２

魚霊祭
（アンコウつるし切り） 風待ち湊コンサート

10月1日10月1日 土

平潟港主水祭り
を開催します。

もんど

　

東
北
３
県
か
ら
避
難
さ
れ
て
い
る

方
の
う
ち
、
一
部
地
域
の
方
に
つ
い

て
、
平
成
22
年
分
の
所
得
税
、
消
費

税
の
申
告
期
限
が
９
月
30
日
㈮
と
な

り
ま
し
た
。

　

対
象
地
域
な
ど
詳
細
は
日
立
税
務

署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
立
税
務
署

☎
０
２
９
４
‐
21
‐
６
３
４
６

岩
手
・
宮
城
・
福
島
か
ら

避
難
さ
れ
て
い
る
方
へ

税
の
申
告
期
限
の
お
知
ら
せ

「
社
会
生
活
基
本
調
査
」

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

小
学
校
５
校
で
教
室
を

　
　
　
　

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
化
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国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
時
に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
国
民
健
康
保
険
税
を
出
し
合
い
、
互
い
に

助
け
合
う
制
度
で
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た

め
、
一
人
ひ
と
り
が
医
療
費
の
ム
ダ
を
省
き
、
上
手
に
適
切
に
医
療
を
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
の
国
民
健
康
保
険
１
人
当
た
り
の
医

療
費
の
状
況
は
、
グ
ラ
フ
の
と
お
り
県
平

均
を
大
き
く
上
回
り
、
年
々
増
加
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

○
人
口
構
造
の
高
齢
化

　

加
入
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
受
診
件
数

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

○
生
活
習
慣
病
の
増
加

　

長
期
に
わ
た
る
治
療
が
必
要
と
な
る
慢

性
疾
患
の
患
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

○
医
療
機
関
へ
の
か
か
り
方

　

一
つ
の
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
か

け
も
ち
す
る
、
む
や
み
に
医
療
機
関
を
か

○
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

重
複
受
診
（
医
療
機
関
の
か
け
も
ち
）

は
、
病
院
を
か
え
る
た
び
に
検
査
・
処
置

な
ど
を
や
り
直
す
た
め
医
療
費
が
多
く
発

生
し
ま
す
。

○
か
か
り
つ
け
医
を
決
め
ま
し
ょ
う

　

信
頼
で
き
る
か
か
り
つ
け
医
が
い
る
と
、

病
歴
や
個
人
の
体
質
を
把
握
し
て
も
ら
え

る
だ
け
で
な
く
、
健
康
管
理
に
つ
い
て
の

相
談
も
で
き
ま
す
。

○
時
間
外
や
休
日
の
受
診
は
で
き
る
だ
け

避
け
ま
し
ょ
う

　

時
間
外
や
休
日
の
診
療
に
は
加
算
料
金

が
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
緊
急
時
な
ど
の

場
合
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
定
期
的
な
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

健
康
診
断
で
病
気
を
早
期
発
見
で
き
れ

ば
、
治
療
も
早
く
終
わ
り
、
医
療
費
と
家

計
の
節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。
市
で
は
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
を
対
象
と
し
た
特

定
健
康
診
査
（
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方

が
対
象
で
、
料
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
）
や

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
（
短
期
人
間
ド
ッ

ク
・
脳
ド
ッ
ク
）
の
利
用
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。
１
年
に
１
度
は
、
健
康
診
断
を

受
け
、
病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
、
生
活

習
慣
の
改
善
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

問
保
険
年
金
課
保
険
係
（
野
口
、
太
田
）

内
１
８
１
～
１
８
４

　

国
民
年
金
に
は
、
付
加
年
金
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
毎
月
の
保
険
料
に

付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
付
す
る
と
、

付
加
年
金
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗

せ
支
給
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

○
加
入
で
き
る
方

①
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
書
や
口
座
振

替
等
で
納
付
し
て
い
る
方
で
希
望
す
る

方
（
免
除
を
受
け
て
い
る
方
と
国
民
年

金
基
金
加
入
者
は
除
く
）

②
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

※
農
業
者
年
金
加
入
者
は
、
法
律
の
規
定

で
付
加
年
金
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

○
保
険
料

　

１
カ
月
４
０
０
円
（
通
常
の
保
険
料
と

一
緒
に
納
付
。
平
成
23
年
度
は
合
計
で
１

万
５
４
２
０
円
）

※
保
険
料
は
、
納
期
限
内
に
納
め
て
く
だ

さ
い
（
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
通
常
の
保

険
料
の
み
領
収
し
、
付
加
保
険
料
は
還
付

さ
れ
ま
す
）。
前
納
の
場
合
は
、
通
常
の

保
険
料
と
同
じ
く
割
引
が
あ
り
ま
す
。

　

納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
申
込

用
紙
は
市
役
所
に
（
口
座
振
替
の
方
は
金

融
機
関
に
も
）
あ
り
ま
す
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
・
印
鑑

○
受
給
で
き
る
年
金
の
金
額　

　

付
加
保
険
料
を
納
付
し
た
月
数
×
２
０

０
円
を
年
額
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

（
村
田
、
長
谷
川
）
内
１
８
７
、１
８
８

　

日
立
年
金
事
務
所

☎
０
２
９
４
‐
24
‐
２
１
２
５

国民健康保険１人当たりの療養諸費費用額
単位：円 北茨城市

350,000

300,000

250,000

300,000

150,000

100,000

50,000

H18年度 H19年度 H20年度 H21年度
0

県平均 医
療
費
増
加
の
原
因

医
療
費
増
加
の
原
因

医
療
費
節
約
の
ポ
イ
ン
ト

医
療
費
節
約
の
ポ
イ
ン
ト

付
加
保
険
料
を
納
付
し
ま
せ
ん
か

付
加
保
険
料
を
納
付
し
ま
せ
ん
か

付
加
保
険
料
を
納
付
し
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

国
民
年
金

え
る
な
ど
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
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地
域
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
貢
献
し

よ
う
と
す
る
方
の
進
学
に
つ
い
て
推
薦
し

ま
す
。
推
薦
書
の
交
付
に
は
日
数
を
要
し

ま
す
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
看
護
学
部

○
と
き　

９
月
15
日
㈭
～
10
月
14
日
㈮

○
と
こ
ろ　

学
校
教
育
課

○
対
象　

本
年
度
卒
業
見
込
み
の
市
内
に

居
住
す
る
高
校
生

○
そ
の
他　

住
民
票
（
２
通
）
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
出
願
に
は
事
前
に
在
籍
校

の
推
薦
が
必
要
で
す
。

※
願
書
受
付
期
間
は
10
月
24
日
㈪
～
11
月

４
日
㈮
で
す
。

問
推
薦
書
交
付 

学
校
教
育
課
学
務
係

（
山
野
辺
）
内
４
４
２

　

推
薦
入
試 

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

　

入
試
広
報
部

　
　
　

☎
０
２
９
４
‐
54
‐
３
２
１
２

■
日
立
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

看
護
専
門
学
校

○
と
き　

９
月
15
日
㈭
～
11
月
22
日
㈫

（
看
護
科
）、
９
月
15
日
㈭
～
11
月
30
日

㈬
（
准
看
護
科
）

○
と
こ
ろ　

学
校
教
育
課

○
対
象　

本
人
ま
た
は
保
護
者
が
市
内
に

居
住
す
る
方
で
、
合
格
し
た
と
き
に
必

ず
入
学
す
る
意
思
が
あ
る
方

○
そ
の
他　

住
民
票
（
１
通
）
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
願
書
請
求
、
出
願
資
格
の

詳
細
に
つ
い
て
は
下
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
願
書
受
付
は
看
護
科
が
11
月
29
日
㈫
と

30
日
㈬
、
准
看
護
科
が
12
月
６
日
㈫
と

７
日
㈬
で
す
。

問
推
薦
書
交
付 

学
校
教
育
課
学
務
係

（
山
野
辺
）
内
４
４
２

　

推
薦
入
試 

日
立
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
看
護
専
門
学
校
（
入
試
係
）

☎
０
２
９
４
‐
59
‐
３
２
０
０

地
域
特
定
推
薦
入
学

　

生
涯
学
習
課
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
津
波
で
流
失
し
た
六
角
堂
に
つ
い
て

の
資
料
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
40
年
代
以
前
の
写
真
、
掲
載
資
料

な
ど
、
お
持
ち
の
も
の
、
ご
存
知
の
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
「
常
陸
大
津
の
御
船
祭
」
に
関
す

る
写
真
、
映
像
、
掲
載
資
料
な
ど
に
つ
い

て
も
探
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課
（
市
毛
・
鷲
嶽
）内

４
３
１

　

男
女
が
、
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
つ
つ

責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り

な
く
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、

市
で
は
第
２
次
男
女
共
同
参
画
女
性
行
動

計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
策
定
委
員
と
な
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
人
員　

２
人

○
申
込
受
付　

９
月
30
日
㈮
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
企
画
政
策
課
市
民
協
働
係

（
鈴
木
）
内
２
３
４

　

屋
外
広
告
物
と
は
、
屋
外
で
常
時
ま
た

は
一
定
の
期
間
継
続
し
て
表
示
さ
れ
る
看

板
、
立
看
板
、
貼
り
紙
、
広
告
塔
、
広
告
板
、

建
物
な
ど
に
掲
示
さ
れ
た
も
の
な
ど
を
い

い
ま
す
。
自
然
景
観
や
街
並
み
を
保
つ
と

と
も
に
、
危
害
を
防
止
す
る
た
め
、
適
正

表
示
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

　
「
ま
ち
の
良
好
な
景
観
の
形
成
」、「
風

致
の
維
持
」、「
危
害
防
止
」
の
目
的
か
ら
、

条
例
で
禁
止
地
域
や
禁
止
物
件
、
広
告
物

の
内
容
等
の
規
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。
表

示
は
原
則
許
可
制
で
、
広
告
物
の
種
類
ご

と
に
許
可
基
準
に
基
づ
き
許
可
を
行
っ
て

い
ま
す
。

○
屋
外
広
告
業
の
方
へ

　

屋
外
広
告
業
を
営
む
方

は
、
県
知
事
の
登
録
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
営
業
所
ご
と
に
「
業

務
主
任
者
」
を
選
任
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

○
屋
外
広
告
物
条
例
違
反
に
対
す
る
措
置

　

許
可
を
受
け
ず
に
屋
外
広
告
業
を
営
ん

だ
り
、
違
反
し
た
広
告
物
を
表
示
す
る
と

罰
則
刑
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
都
市
計
画
課 

事
業
管
理
係
（
鉄
）

内
２
８
３

屋
外
広
告
物
は
許
可
を
受
け
て

　
　
　

～
ま
ち
の
良
好
な
景
観
の
た
め
に
～

六
角
堂
の
資
料
を

　
　
　
探
し
て
い
ま
す

市
内
大
会　

７
月
７
日
㈭

　
　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

県
北
大
会　

８
月
２
日
㈫

　
　

久
慈
川
日
立
南
交
流
セ
ン
タ
ー

【
２
年
生
の
部
】

根
本
日
菜
子
（
中
郷
・
県
大
会
へ
）、

松
本
莉
奈（
中
郷
）、下
山
田
理
沙（
中

郷
）、
野
口
紗
良
（
磯
原
）

【
３
年
生
の
部
】

鈴
木
優
吾
（
磯
原
・
県
大
会
へ
）、

安
部
恵
理
夏（
磯
原
）、知
久
暁
広（
磯

原
）、
磯
貝
美
咲
季
（
華
川
）

中
学
生
英
語

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム

大
会
結
果

男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
の

策
定
委
員
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
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北茨城市立総合病院の診療体制 平成 23 年８月 22 日現在

診療科 ※１ 月 火 水 木 金 土※２ 入院受入

内 科
午前

初診 瀬田 渋木 非常勤 荒井 永田 当番医

可
お薬外来 渋木 瀬田 藤枝 永田 瀬田 当番医

予約 藤枝 藤枝 永田 渋木 荒井
藤枝 当番医

午後 予約 藤枝 藤枝 永田 渋木 荒井
藤枝 −

循環器内科 午前 山尾 山尾 − 山尾 − 小形（9/3）
三橋（9/17） 可

外 科 午前 小出
小池

田渕※３

（第 1・3・5） 小池 宇佐美
小池 小出 小池 可

産 婦 人 科
午前 小池 小池 小池 小池 井上 小池

可
午後 小池 − − − − −

眼 科 − − − − − − −

小 児 科

一般
外来

午前 小宅 平木 平木 小宅 平木

− −
午後 − − − −

予約外来
平木

健診・注射
予防注射

小宅（午後） −
乳児健診

平木（午後） − −

専門外来 アレルギー外来
黒田（第３） − 神経外来

浜野 − 心臓外来
堀米（第４午後）

泌 尿 器 科
午前 − − − 笠谷 − −

−
午後 − − − 笠谷※４

（第２除く） − −

脳神経外科
午前 金子 − − − − 金子

−
午後 金子 − − − − −

整 形 外 科
午前 − − 永井 井上

渡部 − 土屋
（第 1・3 のみ） −

午後 永井 − 永井 井上 − −

耳鼻咽喉科 午前 − − − 徳永 − 当番医 −

皮 膚 科
午前 倉持 − − 倉持 − −

−
午後 倉持 − ※月曜は耳鼻科外来、木曜午前中は小児科外来にて診察します。

歯科口腔外科
午前 若月 若月 若月

若月
吉田・口腔外科
（9/1・9/29）

若月 若月
可

午後 若月 若月 若月
若月

吉田・口腔外科
（9/1・9/29）

− −

※１ 午前の一般受付は 11 時まで、午後の受付時間は各科によって異なりますのでお問い合わせください。
※２ 土曜日の診療は、第１・第３・第５土曜日です。（第２・第４土曜日は休診となります。）
※３ 外科（第２・第４火曜日休診）　　　※４ 泌尿器科（第２木曜日午後休診）

問い合わせ：北茨城市立総合病院　46 − 1121　医事課　田谷・井坂（内線３２１・２３９）

　

当
院
で
は
現
在
、
手
術
・
お
産
は
休
止

し
て
い
ま
す
が
、
外
来
診
療
は
通
常
ど
お

り
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
産
の
休
止
に
伴
い
、
実
施
を
見
合
わ

せ
て
い
た
助
産
師
外
来
も
次
の
と
お
り
再

開
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時

・
毎
週
月
～
金
曜
日　

午
前
９
時
～
11

時
、
午
後
１
時
～
３
時　

※
待
ち
時
間
を
少
な
く
す
る
た
め
、
事
前

　

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
予
約
な
し
で

　

も
時
間
内
で
あ
れ
ば
受
付
で
き
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
内
容
：
出
産
後
の
授
乳
相
談
、
育
児
相

　

談
、
妊
娠
期
の
保
健
指
導
な
ど

○
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

　

母
子
健
康
手
帳
、
マ
ル
福
受
給
証
明
書

○
料
金　

１
回
１
０
０
０
円（
30
分
程
度
）

申
問
北
茨
城
市
立
総
合
病
院

　
　

産
婦
人
科
外
来
助
産
師

☎
㊻
１
１
２
１

市
立
総
合
病
院

助
産
師
外
来
再
開
の
お
知
ら
せ
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70
歳
以
上
の
高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
徳
商

法
が
増
え
て
い
ま
す
。
特
に
一
人
暮
ら
し

や
日
中
一
人
で
留
守
番
を
し
て
い
る
方
に

訪
問
や
電
話
で
勧
誘
す
る
手
口
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
手
口
の
特
徴
と
し
て
は
、

・
健
康
や
経
済
的
な
不
安
に
つ
け
込
む

・
人
の
良
さ
に
つ
け
込
む

・
だ
ま
さ
れ
た
こ
と
に
気
づ
か
せ
な
い

　

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
対
処
法
と
し
て
は
、

①
知
ら
な
い
人
が
来
た
ら
絶
対
に
ド
ア
を

開
け
な
い

　

訪
問
販
売
や
勧
誘
の
人
を
家
に
上
げ
て

し
ま
う
と
「
帰
っ
て
ほ
し
い
」
と
頼
ん
で

も
「
契
約
す
る
ま
で
帰
ら
な
い
」
と
居
座

ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
妙
に
親
し
げ
な
言
葉
や
う
ま
い
話
は
特

に
要
注
意

　

悪
質
な
業
者
は
、
高
齢
者
に
高
額
な
契

約
を
さ
せ
る
た
め
、
親
切
で
感
じ
の
良
い

話
し
相
手
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
「
値
上
が
り
確
実
、
必
ず
儲
か
る
」

の
話
の
裏
に
は
「
失
敗
す
れ
ば
資
金
が
全

部
な
く
な
る
」
と
い
う
リ
ス
ク
も
あ
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
い
ら
な
い
モ
ノ
は
絶
対
に
契
約
し
な
い

　

断
る
と
き
に
は
「
け
っ
こ
う
で
す
」
な

ど
の
あ
い
ま
い
な
表
現
を
す
る
と
、
業
者

に
と
っ
て
都
合
の
良
い
よ
う
に
受
け
取
ら

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
業
者
に

は
「
い
り
ま
せ
ん
」「
断
り
ま
す
」「
必
要

あ
り
ま
せ
ん
」
と
意
思
を
は
っ
き
り
と
伝

え
ま
し
ょ
う
。

④
被
害
に
あ
っ
た
と
思
っ
た
と
き
は
、
す

ぐ
に
周
囲
に
相
談
す
る

　

万
が
一
、
被
害
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
と

き
は
、
恥
ず
か
し
く
思
っ
た
り
、
自
分
を

責
め
た
り
、
周
囲
に
迷
惑
を
掛
け
た
く
な

い
と
思
っ
た
り
で
、
誰
に
も
相
談
せ
ず
に

い
る
と
、
さ
ら
に
被
害
を
大
き
く
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
か
し
い
な
、

困
っ
た
な
と
思
っ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
商
工
観
光
課
内 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
佐
藤
）
☎
㊸
１
１
０
７

〈
運
動
の
基
本
〉

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

〈
運
動
の
重
点
〉

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
、
自

転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

「
日
ぐ
れ
時 

　
キ
ラ
リ
と
光
る 

反
射
材
」

全
国
交
通
安
全
運
動

全
国
交
通
安
全
運
動

全
国
交
通
安
全
運
動

秋
の

9
月
21
日
㈬
〜
30
日
㈮

問
総
務
課 

防
災
安
全
係
（
大
井
川
）

内
３
３
９

■農業者年金に加入しましょう
　農業者年金は、農業者の老後の生活の安定と福祉の
向上、農業者の確保を目的として平成 14 年に新制度
がスタートしました。ぜひご利用ください。
①６０歳未満の国民年金第１号被保険者で農業に従事

する方や家族従事者なら加入できます。
②年金原資を自分で積み立て、運用実績により受給額

が決まる確定拠出型年金です。
③毎月の保険料は、２万円から６万７０００円まで千

円単位で自由に選択できます。
④年金は生涯支給されます。
⑤保険料は全額社会保険料控除の対象になります。
　（最大８０万４０００円まで）
⑥６０歳までに保険料納付期間が２０年以上見込まれ

る認定農業者等には、政策支援（保険料の国庫補助）
があります。
■遊休農地調査と農地パトロールについて
　農業者の高齢化や農業後継者不足などから農用地の
荒廃、遊休化が年々増加しています。市農業委員会で
は農地パトロールなどを行い、遊休農地の所在や状況、
面積を把握し、耕作放棄地解消に努めてまいりますの
で、農地の立ち入り、聞き取り等の調査の際にはご協
力をお願いします。
問農業委員会事務局　　　　　　　　　　 内２９１

農業委員会からのお知らせ

●
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

訪
問
勧
誘
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
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８
月
９
日
・
10
日
、
市
内
の
小
学
５
・

６
年
生
が「
小
学
生
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
社
会
貢
献
活
動
に
理
解
を
深
め
、

福
祉
の
心
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
に
開

催
し
て
い
る
体
験
学
習
で
す
。

　

市
内
の
福
祉
施
設
に
お
い
て
、
利
用

者
の
方
が
普
段
行
っ
て
い
る
作
業
を
一

緒
に
行
い
、
ま
た
、
皆
さ
ん
が
楽
し
め

る
よ
う
に
と
自
分
た
ち
で
考
え
た
歌
や

劇
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
な
が
ら
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

車
い
す
体
験
や
身
体
に
重
り
を
つ
け
て

の
高
齢
者
疑
似
体
験
を
通
し
て
、
高
齢

者
が
体
を
動
か
す
こ
と
の
大
変
さ
や
、

福
祉
の
心
を
自
ら
学
び
ま
し
た
。

福
祉
の
心
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

元
五
輪
代
表
選
手
に
よ
る
直
接
指
導

　

８
月
９
日
～
11
日
、市
内
の
小
学
５
・

６
年
生
80
名
が
「
ヒ
ロ
シ
マ
で
学
ぶ
平

和
へ
の
旅
」
に
よ
り
広
島
県
を
訪
問
し

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
原
爆
や
戦
争
の

恐
ろ
し
さ
と
平
和
の
大
切
さ
を
学
ん
で

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
広
島
平
和
記

念
公
園
で
平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
て
千

羽
鶴
を
奉
納
。
そ
の
後
は
、
広
島
平
和

記
念
資
料
館
や
、
原
爆
ド
ー
ム
を
見
学
。

ま
た
、
被
爆
体
験
の
講
話
を
聞
く
な
ど
、

自
分
た
ち
の
目
や
耳
で
戦
争
と
原
爆
が

も
た
ら
し
た
悲
惨
な
過
去
に
触
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
改
め
て
平
和
の
大
切
さ
と

尊
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
10
日
、
市
民
体
育
館
に
㈱
Ｊ
Ｘ

日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
、

市
内
中
学
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

員
99
人
を
指
導
し
ま
し
た
。
こ
の
催
し

は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
を
含
む

３
人
の
コ
ー
チ
の
実
演
を
伴
う
技
術
指

導
に
、
部
員
た
ち
は
緊
張
し
な
が
ら
も

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後

は
コ
ー
チ
の
皆
さ
ん
も
交
じ
っ
て
の
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
を
実
施
。
生
徒
た
ち
の
好
プ

レ
ー
の
数
々
に
よ
り
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

平
和
の
大
切
さ
を
学
ぶ

ヒ
ロ
シ
マ
の
旅
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８
月
16
日
、
大
津
漁
港
で
、
送
り
盆

行
事
と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
続
く
県
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
盆
船
流
し
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
震
災
に
よ
り
様
々
な
影
響

が
あ
っ
た
た
め
、
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
ま
し
た
が
、
例
年
通
り
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
。

　

早
朝
午
前
６
時
か
ら
合
同
法
要
が
始

ま
り
、
じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏
踊
り
や
読
経

に
続
い
て
遺
族
の
方
々
が
焼
香
を
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
木
で
造
ら
れ
、
供
物

や
供
花
で
飾
ら
れ
た
盆
船
が
、
次
々
に

海
に
降
ろ
さ
れ
、
漁
船
に
曳
か
れ
て
湾

内
を
周
回
し
た
あ
と
、
遺
族
や
観
光
客

の
皆
さ
ん
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
沖
へ
向

か
い
ま
し
た
。

　

７
月
30
日
、
中
郷
町
の
元
気
っ
子
体

験
農
園
で
「
夏
野
菜
つ
く
り
隊
」
で
育

て
て
き
た
野
菜
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
種
ま
き
や
草
引

き
な
ど
を
行
い
、
畑
い
っ
ぱ
い
に
育
っ

た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
枝
豆
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
に
ス
イ
カ
。

　

ど
の
作
物
も
た
わ
わ
に
実
り
、
子
ど

も
た
ち
は
、
用
意
し
た
か
ご
に
入
り
き

ら
な
い
ほ
ど
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
、
両

手
に
抱
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
ス
イ
カ
を

楽
し
そ
う
に
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

　

収
穫
で
汗
を
流
し
た
後
は
、
中
郷
多

目
的
集
会
所
に
移
っ
て
、
と
れ
た
て
の

野
菜
を
調
理
し
て
試
食
を
行
い
ま
し
た
。

伝
統
の
盆
船
流
し

温
か
い
心
を
育
ん
で

　
　
　
　

人
権
紙
芝
居

両
手
で
抱
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
収
穫

　

７
月
28
日
に
学
童
・
風
の
子
ク
ラ
ブ

で
、
８
月
４
日
に
大
津
保
育
園
・
学
童

ク
ラ
ブ
で
、
市
人
権
擁
護
委
員
に
よ
り

夏
休
み
中
の
児
童
た
ち
に
、
紙
芝
居
を

と
お
し
て
、
勇
気
や
思
い
や
り
の
心
を

育
も
う
と
、
人
権
紙
芝
居
二
作
品
と
読

み
聞
か
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ペ
ル
―
人
の
転
校
生
の
お
話
し
で
は

ス
ペ
イ
ン
語
の「
ソ
モ
ス
ア
ミ
ー
ゴ
ス
」

（
私
達
は
友
達
）、「
ア
ニ
モ
」（
が
ん
ば

っ
て
）
を
覚
え
た
り
、「
勇
気
・
優
し

さ
・
思
い
や
り
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込

め
た
「
白
い
魚
と
さ
め
の
子
」
の
お
話

し
は
全
員
が
真
剣
な
表
情
で
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
は
「
来
年
も
来
て
下
さ

い
」
と
声
が
上
が
り
、
紙
芝
居
は
大
変

好
評
で
し
た
。
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７
月
３
日
㈰　

中
郷
中
学
校
柔
剣
道
場

【
団
体
の
部
】
▼
中
学
男
子
の
部
①
中
郷

中
Ａ
②
磯
原
中
▼
中
学
女
子
の
部
①
中
郷

中
Ａ
③
中
郷
中
Ｂ
▼
小
学
男
子
の
部
①
中

郷
柔
道
Ａ
②
北
茨
城
柔
友
会
▼
小
学
女
子

の
部
①
北
茨
城
柔
友
会

【
個
人
の
部
】
▼
小
学
男
子
１
～
３
年
生

の
部
③
鈴
木
健
太
（
中
郷
柔
道
）
▼
小
学

男
子
４
・
５
年
生
の
部
①
小
林
隼
人
（
北

茨
城
柔
友
会
）
▼
小
学
男
子
６
年
生
の
部

①
村
田
悠
輔（
中
郷
柔
道
）②
管
正
人（
中

郷
柔
道
）
③
佐
藤
智
也
（
中
郷
柔
道
）
▼

中
学
男
子
１
年
生
の
部
①
髙
木
銀
雅
（
常

北
中
）
②
鈴
木
智
大
（
中
郷
中
）
③
米
陀

良
（
常
北
中
）
▼
中
学
男
子
２
年
生
の
部

②
川
崎
海
登（
中
郷
中
）③
岡
原
大
成（
中

郷
中
）
▼
中
学
男
子
３
年
生
の
部
①
鈴
木

大
翔（
磯
原
中
）②
亀
谷
勇
生（
磯
原
中
）

③
菊
池
幸
起
（
中
郷
中
）
▼
中
学
女
子
軽

量
級
の
部
①
髙
橋
彩
花
（
中
郷
中
）
②
松

本
樹
奈
（
中
郷
中
）
▼
中
学
女
子
重
量
級

の
部
②
篠
原
夏
姫
（
中
郷
中
）
③
越
彩
芽

（
中
郷
中
）
▼
小
学
女
子
４
～
６
年
生
の

部
①
髙
木
ひ
な
た
（
北
茨
城
柔
友
会
）
③

鈴
木
沙
織
（
北
茨
城
柔
友
会
）

　
〈
剣
道
の
部
〉

　

７
月
17
日
㈰　

北
茨
城
市
民
体
育
館

【
団
体
の
部
】
▼
一
般
男
子
の
部
②
中
郷

剣
友
会
Ａ
③
北
茨
城
勇
心
館
Ａ
③
北
茨
城

第
55
回
市
民
卓
球
大
会

　

７
月
24
日
㈰　

北
茨
城
市
民
体
育
館

▼
中
学
男
子
の
部
①
野
口
優
人
②
西
野
哲

史
③
村
田
健
③
小
野
拓
海
▼
中
学
女
子
の

部
①
大
浦
悠
②
金
川
琴
海
③
大
浦
梓
③
織

田
有
希
絵
▼
高
校
・
一
般
男
子
の
部
①
緑

川
朝
久
②
高
橋
利
雄
③
山
川
隆
③
矢
須
諭

▼
高
校
・
一
般
女
子
の
部
①
木
村
有
美
②

山
川
ま
ゆ
み
③
田
中
恵
美
子
③
佐
藤
真
奈

美
▼
１
２
０
歳
ダ
ブ
ル
ス
の
部
①
川
又
・

　

７
月
31
日
㈰

　

雨
情
の
里
ス
ポ
ー
ツ
広
場

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
】

①
関
本
福
・
上
子
ど
も
会
（
関
本
第
一
小

学
校
）
②
北
町
ふ
た
ば
子
ど
も
会
（
大
津

小
学
校
）
③
大
日
本
若
草
子
ど
も
会
（
精

華
小
学
校
）
③
上
桜
井
子
ど
も
会
（
中
郷

第
一
小
学
校
）

【
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
部
】

①
上
桜
井
子
ど
も
会
（
中
郷
第
一
小
学

校
）
②
学
校
前
青
葉
子
ど
も
会
（
精
華
小

学
校
）
③
汐
見
ヶ
丘
子
ど
も
会
（
中
郷
第

一
小
学
校
）
③
浜
道
北
子
ど
も
会
（
平
潟

小
学
校
）

問
生
涯
学
習
課
（
蛭
田
）	

内
４
３
２

勇
心
館
Ｂ
▼
中
学
男
子
の
部
①
磯
原
中
Ａ

③
中
郷
中
③
磯
原
中
Ｂ
▼
中
学
女
子
の
部

①
中
郷
中
②
常
北
中
▼
小
学
５
・
６
年
生

の
部
③
中
郷
剣
友
会
Ａ
▼
小
学
１
～
４
年

生
の
部
①
中
郷
剣
友
会

【
個
人
の
部
】
▼
小
学
１
・
２
年
生
の
部

①
桑
原
悠
吾
（
明
徳
ス
ポ
小
）
②
有
賀
玄

都
（
明
徳
ス
ポ
小
）
▼
小
学
３
・
４
年
生

の
部
①
安
東
隼
汰
（
勇
心
館
）
③
荒
川
大

和
（
中
郷
剣
友
会
）
③
田
崎
光
（
中
郷
剣

友
会
）
▼
小
学
５
・
６
年
生
の
部
②
佐
藤

愛
唯
（
勇
心
館
）
③
佐
々
木
和
湖
（
勇
心

館
）
③
菊
地
孝
平
（
勇
心
館
）
▼
中
学
生

男
子
の
部
②
鈴
木
靖
顕
（
磯
原
中
）
③
安

東
大
毅
（
磯
原
中
）
▼
中
学
女
子
の
部
②

林
優
希
（
常
北
中
）
③
伏
見
文
花
（
中
郷

中
）
③
佐
藤
愛
実
（
常
北
中
）
▼
一
般
男

子
の
部
②
小
川
貢
（
中
郷
剣
友
会
）
③
山

形
伸
吾（
中
郷
剣
友
会
）③
菅
原
将
輝（
中

郷
剣
友
会
）
▼
一
般
女
子
の
部
②
佐
藤
愛

恵（
勇
心
館
）③
遠
藤
あ
ず
さ（
勇
心
館
）

③
根
本
真
衣
（
中
郷
剣
友
会
）

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

第
58
回
高
萩
警
察
署
管
内
防
犯

青
少
年
柔
剣
道
大
会

第
58
回
高
萩
警
察
署
管
内
防
犯

青
少
年
柔
剣
道
大
会

市
民
大
会
の
結
果

市
民
大
会
の
結
果

佐
々
木
組
②
勢
藤
・
滝
組
③
神
代
・
菊
地

組
③
菊
池
・
小
野
組

第
55
回
市
民
弓
道
大
会

　

７
月
31
日
㈰　

北
茨
城
市
民
弓
道
場

▼
男
子
個
人
の
部
①
鈴
木
光
②
佐
藤
勇
樹

③
佐
藤
涼
太
▼
女
子
個
人
の
部
①
高
久
紗

央
莉
②
武
石
千
春
③
小
川
莉
奈
▼
男
子
団

体
の
部
①
佐
藤
勇
樹
・
吉
田
章
太
郎
・
鈴

木
光
▼
女
子
団
体
の
部
①
高
久
紗
央
莉
・

廣
瀬
朝
美
・
中
村
彩
乃

第
35
回
市
長
旗
争
奪
学
童
野
球
大
会

　

７
月
16
日
㈯
～
17
日
㈰

　

北
茨
城
市
民
野
球
場

①
明
徳
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
②
平
潟
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

問
生
涯
学
習
課
（
関
根
）	

内
４
２
２

第
40
回
体
力
づ
く
り
中
央
球
技
大
会

第
40
回
体
力
づ
く
り
中
央
球
技
大
会
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７
月
８
日
㈮
～
10
日
㈰

　

北
茨
城
市
民
体
育
館
ほ
か

【
団
体
戦
】

▼
野
球
①
磯
原
▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
③

中
郷
▼
柔
道
男
子
①
磯
原
②
中
郷
▼
柔
道

女
子
③
中
郷
▼
剣
道
男
子
②
磯
原
▼
剣
道

女
子
③
常
北
▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

②
華
川
▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
③
中

郷
▼
卓
球
女
子
①
磯
原
▼
体
操
男
子
①
華

川
▼
体
操
女
子
①
磯
原

【
個
人
戦
】

▼
剣
道
女
子
②
伏
見
文
花
（
中
郷
）
③
佐

藤
愛
実
（
常
北
）
▼
柔
道
男
子
50
㌔
級
②

佐
藤
鷹
哉
（
磯
原
）
55
㌔
級
③
松
本
拓
己

（
中
郷
）
60
㌔
級
①
鈴
木
大
翔
（
磯
原
）

66
㌔
級
①
岡
原
大
成
（
中
郷
）
②
川
崎
海

登
（
中
郷
）
③
亀
谷
勇
生
（
磯
原
）
73
㌔

級
①
鈴
木
卓
磨
（
磯
原
）
90
㌔
超
級
②
菊

池
幸
起
（
中
郷
）
▼
柔
道
女
子
52
㌔
級
②

鈴
木
真
実（
磯
原
）③
髙
橋
彩
花（
中
郷
）

57
㌔
級
②
益
子
裕
加
里
（
磯
原
）
70
㌔
級

②
増
井
美
徳
（
常
北
）
▼
卓
球
女
子
単
②

大
浦
悠
（
磯
原
）
▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

③
渡
辺
・
宇
佐
美
組
（
磯
原
）
▼
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
女
子
③
神
長
・
上
野
組
（
中
郷
）

▼
体
操
男
子
総
合
①
滑
川
尚
宏
（
華
川
）

②
川
井
や
ま
と（
華
川
）③
石
塚
隼
人（
華

川
）
ゆ
か
・
あ
ん
馬
・
跳
馬
・
鉄
棒
①
滑

川
尚
宏
（
華
川
）
▼
体
操
女
子
総
合
①
大

地
佑
歌
子（
磯
原
）②
八
島
愛
実（
華
川
）

③
笹
木
は
る
な
（
磯
原
）
跳
馬
・
平
行
棒

①
大
地
佑
歌
子
（
磯
原
）
平
均
台
・
ゆ
か

　

７
月
23
日
㈯
～
27
日
㈬

　

下
館
市
総
合
体
育
館
ほ
か

【
団
体
戦
】

▼
卓
球
女
子
④
磯
原
▼
体
操
男
子
①
華
川

▼
体
操
女
子
⑥
磯
原
▼
相
撲
④
中
郷

【
個
人
戦
】

▼
柔
道
男
子
60
㌔
級
③
鈴
木
大
翔
（
磯

原
）
66
㌔
級
ベ
ス
ト
８
岡
原
大
成
（
中

郷
）・
川
崎
海
登
（
中
郷
）
73
㌔
級
④
鈴

木
卓
磨
（
磯
原
）
90
㌔
超
級
ベ
ス
ト
８
菊

池
幸
起
（
中
郷
）
▼
柔
道
女
子
52
㌔
級
④

鈴
木
真
実
（
磯
原
）
▼
卓
球
女
子
単
⑦
大

浦
悠
（
磯
原
）
⑬
大
浦
梓
（
磯
原
）
▼
体

操
男
子
総
合
①
滑
川
尚
宏
（
華
川
）
④
川

井
や
ま
と（
華
川
）⑤
石
塚
隼
人（
華
川
）

ゆ
か
①
滑
川
尚
宏
（
華
川
）
②
石
塚
隼
人

（
華
川
）
③
川
井
や
ま
と
（
華
川
）
あ
ん

馬
①
川
井
や
ま
と
（
華
川
）
③
滑
川
尚
宏

（
華
川
）
跳
馬
②
滑
川
尚
宏
（
華
川
）
③

石
塚
隼
人（
華
川
）鉄
棒
②
滑
川
尚
宏（
華

川
）
▼
陸
上
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

⑦
中
郷
（
蛭
田
朋
弥
・
蛭
田
健
吾
・
須
崎

昂
哉
・
徳
永
将
稀
）
共
通
男
子
四
種
競
技

⑥
中
本
海
斗
（
華
川
）
▼
陸
上
女
子
共
通

走
り
高
跳
び
⑧
竹
田
七
海
（
中
郷
）

県
北
中
学
校
総
合
体
育
大
会

県
北
中
学
校
総
合
体
育
大
会

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

①
八
島
愛
実
（
華
川
）

　

７
月
10
日
㈰　

つ
く
ば
市
さ
く
ら
運
動
公
園
野
球
場
ほ
か

③
磯
原

問
学
校
教
育
課
（
小
髙
）　	

内
４
４
０

第
36
回
県
選
抜
中
学
校
野
球
大
会

第
36
回
県
選
抜
中
学
校
野
球
大
会

中
郷
第
二
小
学
校
６
年

沼
田 

一
真
さ
ん

将
来
は
ま
ん
画
家
！

　

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
ま
ん
画
家
に
な
る

こ
と
で
す
。

ま
ん
画
家
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か

け
は
、
読
書
の
時
間
に
、
藤
子
・
Ｆ
・
不

二
雄
と
い
う
人
の

物
語
を
読
ん
だ
か

ら
で
す
。
有
名
な

ド
ラ
え
も
ん
を
書

い
た
人
で
す
が
、

最
初
の
こ
ろ
は
失

敗
ば
か
り
で
何
も

出
来
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
そ
れ
で

も
あ
き
ら
め
ず
に

挑
戦
し
続
け
た
結

果
、
ド
ラ
え
も
ん

が
で
き
た
と
こ
ろ

が
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。
失
敗
し

て
も
や
り
直
せ
ば
、

い
つ
か
は
成
功
す

る
と
言
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　

五
年
生
の
時
、ク
ラ
ス
で
ま
ん
画
係（
ま

ん
画
を
書
い
て
み
ん
な
に
読
ん
で
も
ら
う

係
）
に
な
り
、
お
も
し
ろ
そ
う
な
ス
ト
ー

リ
ー
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
一
生
懸
命
考
え

て
書
き
、
先
生
が
印
刷
し
て
み
ん
な
に
読

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
ま
り
上
手
に
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ぼ
く
自
身
は
、
や
り
が

い
が
あ
っ
て
、
と
て
も

満
足
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ま
ん
画
家

と
言
っ
て
も
ま
ん
画
ば

か
り
読
ん
で
い
て
は
な

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

資
料
を
集
め
た
り
、
言

葉
を
調
べ
た
り
、
文
章

を
書
く
力
、
ス
ト
ー

リ
ー
を
作
る
力
も
必
要

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

い
ろ
い
ろ
な
本
を
読
ん

で
、
大
人
か
ら
子
供
ま

で
み
ん
な
に
喜
ば
れ
る

ア
イ
デ
ィ
ア
や
ス
ト
ー

リ
ー
を
考
え
て
、
た
く
さ
ん
の
人
を
笑
顔

に
す
る
よ
う
な
楽
し
い
ま
ん
画
を
書
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

11　広報　きたいばらき　9月号



　

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

を
開
設
し
ま
す
。
相
続
や
遺
言
に

関
す
る
こ
と
や
、
各
種
行
政
手
続

き
に
関
す
る
相
談
を
受
け
ま
す
。

○
と
き　

10
月
５
日
㈬

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　
（
相
談
時
間 

一
人
約
40
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
６
人
）。

　

９
月
28
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か

ら
９
時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
☎

㊸
２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
広
瀬
）
内
１
７
８

○
と
き　
９
月
18
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

○
と
こ
ろ

　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
講
師　

野
口 

陽
子 

氏

○
募
集
人
員　

20
人
（
先
着
順
）

○
参
加
費 

５
０
０
円
（
材
料
費
）

申
問
☎
㊸
１
１
９
８
（
野
口
）

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
土
地
問
題
や

金
銭
貸
借
、
離
婚
、
相
続
な
ど
日

常
生
活
上
の
法
律
問
題
で
お
困
り

行
政
書
士
無
料
相
談
会

ま
ち
の
寺
子
屋
お
り
が
み
教
室

無
料
法
律
相
談
所

案  

内

募  

集

農
用
地
区
域
の
除
外
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

ハ
ッ
ピ
ー
英
会
話（
後
期
）

受
講
生
募
集

三
世
代
の
集
い「
園
芸
教
室
」

さ
つ
ま
い
も
収
穫
祭

市
女
性
連
盟
主
催

「
議
員
と
の
懇
談
会
」

　

農
用
地
区
域
内
で
は
、
農
地
転

用
の
前
に
農
用
地
区
域
か
ら
の
除

外
が
必
要
で
す
。
申
請
を
す
る
場

合
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
申
込
期
間

　

10
月
３
日
㈪
～
31
日
㈪

申
問
農
林
水
産
課 

農
政
係

（
山
縣
、
金
成
）
内
３
８
５

　

初
級
者
向
け
の
英
会
話
教
室
で

す
。
日
常
的
な
英
会
話
を
楽
し
く

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

○
期
間　
10
月
18
日
～
12
月
６
日

（
毎
週
火
曜
、
全
８
回
）
午
後

６
時
30
分
～
７
時
30
分

○
と
こ
ろ　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

○
講
師　

外
国
語
指
導
助
手

○
費
用　
３
０
０
円

　
　
　
　
（
資
料
代
な
ど
）

○
募
集
人
員　

30
人
（
申
込
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

○
対
象　

市
内
に
居
住
す
る
高
校

生
以
上
の
方

○
申
込
方
法　
９
月
30
日
㈮
ま
で

に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、

　

高
齢
者
を
中
心
に
、
親
子
三
世

代
が
集
い
互
い
の
理
解
を
深
め

合
う
園
芸
教
室
を
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
10
月
15
日
㈯

　

午
前
９
時
～
正
午 （
雨
天
中
止
）

○
と
こ
ろ　

中
郷
町
足
洗
農
園

※
集
合
は
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ラ
イ
ト
」

○
内
容　
市
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

連
合
会
の
皆
さ
ん
が
植
え
付
け

た
さ
つ
ま
い
も
の
収
穫
を
行
い

ま
す
。

○
募
集
人
数　

80
人
程
度
（
幼
児

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
）

※
申
込
み
多
数
の
と
き
は
抽
選

○
費
用　

一
人
２
０
０
円

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
「
女
性
議

員
と
の
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

７
回
目
の
今
年
は
、
男
性
議
員
も

の
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

10
月
11
日
㈫　
　
　
　

　

午
後
1
時
～
４
時
30
分

　
（
相
談
時
間
は
一
人
15
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
12
人
）。

　

10
月
４
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か

ら
９
時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
☎

㊸
２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込

み
が
多
い
た
め
、
電
話
が
つ
な
が

り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 
広
報
広
聴
係

（
広
瀬
）
内
１
７
８

含
め
て
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
議
員
と
直
接
話
せ
る
良
い
機

会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

10
月
３
日
㈪ 

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
テ
ー
マ　
「
震
災
後
の
北
茨
城

の
今
・
そ
し
て
こ
れ
か
ら
…
」

問
企
画
政
策
課 

市
民
協
働
係

（
武
子
）
内
２
３
６

年
齢
を
記
入
し
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
問
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

（
荒
川
）
内
４
３
１

㊷
０
４
５
４
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■
生
活
学
校
連
絡
会
学
習
会

放
射
能
を
知
る
た
め
に

■
県
北
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座

　

県
北
地
域
で
ジ
オ
ツ
ア
ー
（
地

質
観
光
ツ
ア
ー
）
を
行
う
際
の
案

情
報
B
O
X

生
き
が
い
講
座

「
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
」

第
91
回
芸
術
鑑
賞
号

参
加
者
募
集

○
と
き　

11
月
18
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ
　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ラ
イ
ト
」

○
内
容
　
カ
ラ
オ
ケ
（
通
信
カ
ラ

オ
ケ
使
用
）
を
歌
い
、
ゲ
ス
ト

（
志
摩
幸
子
氏
）
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
す
。

○
対
象
者
　
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
方

○
募
集
人
員　

40
人

※
見
学
の
み
は
申
込
不
要
で
す
。

○
費
用　

無
料

○
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
氏

名
・
ふ
り
が
な
・
住
所
・
電
話
番

号
・
生
年
月
日
・
発
表
曲
名
（
歌

手
名
）
を
記
入
し
、
10
月
21
日
㈮

必
着
で
左
記
へ
。
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
し
、
発
表
者
に
は
譜
面
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
問
〒
３
１
９
‐
１
５
３
５
華

○
と
き　

10
月
22
日
㈯
午
前
７
時

～
午
後
６
時
（
市
役
所
発
着
）

○
と
こ
ろ　

東
京
宝
塚
劇
場

○
内
容　

宝
塚
雪
組
公
演
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
仮
面
の
男
」

○
募
集
人
員
　
40
人
（
申
込
多
数

の
と
き
は
抽
選
）

○
対
象　

市
内
に
居
住
す
る
方

○
費
用　
１
万
円
（
入
場
料
、
昼

食
代
、
バ
ス
代
、
保
険
料
等
）

○
申
込
方
法　

は
が
き
に
「
仮
面

の
男
希
望
」
と
明
記
し
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
左
記
へ
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
は
１

人
１
枚
ま
で
。
１
枚
で
２
人
ま
で

申
し
込
め
ま
す
（
２
人
分
の
必
要

事
項
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ

い
）。

○
申
込
締
切　
９
月
30
日
㈮

　
（
当
日
消
印
有
効
）

申
問
〒
３
１
９
‐
１
５
９
２
生

涯
学
習
課
内 

文
化
協
会
事
務
局

　
（
荒
川
）
内
４
３
３

○
対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
方
と
そ
の
家
族

○
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
参

加
者
の
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

○
締
切
日　

10
月
５
日
㈬
必
着

申
問
〒
３
１
９
‐
１
５
４
２
磯

原
町
本
町
２
‐
４
‐
16
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
根
本
、
大
友
）

☎
㊷
０
７
８
２

川
町
臼
場
１
８
７
‐
74
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー｢

ラ
イ
ト
」
生
き
が
い

講
座
（
鈴
木
）
☎
㊸
５
３
６
１

　

福
島
第
一
原
発
の
事
故
か
ら
半

年
、
い
ま
だ
先
の
見
え
な
い
不
安

な
状
況
が
続
く
な
か
、
私
た
ち
は

放
射
能
と
ど
う
向
き
合
い
生
活
す

れ
ば
良
い
の
か
。
放
射
能
汚
染
と

健
康
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
勉
強

会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
無
料
、

事
前
申
込
不
要
で
す
。
一
緒
に
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

○
と
き　

10
月
14
日
㈮

　

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
と
こ
ろ

　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
講
師　

県
原
子
力
安
全
対
策
課

問
北
茨
城
市
生
活
学
校
連
絡
会

☎
㊷
１
８
７
４
（
作
山
）

平成24年度県立農業大学校学生募集

問県農業大学校　入試事務局
☎ 029‐ 292 ‐ 0010

http://www.pref.ibaraki.jp/nourin/nodai/

学科 募集人員 受験資格
農学科 40 人

高校等を卒業した者また
は今年度卒業見込みの者畜産学科 10 人

園芸学科 30 人

研究科 10 人
農業大学校、短大等を卒
業した者または卒業見込
みの者

○募集人員等

試験区分 願書受付 試験日 選別方法

推薦入試 10/3 〜
10/18 10/28 小論文、

口述試験

一般
入試

前期 12/12 〜
1/11 2/1

筆記試験、
口述試験後期 2/6 〜

2/27 3/6

研究科入試 10/3 〜
10/18 10/28

○願書受付、試験日程等

内
人
（
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
）
養

成
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
期
間　

10
月
23
日
㈰
、
11
月
５

日
㈯
、
６
日
㈰
、
19
日
㈯
、
20

日
㈰
の
５
日
間

○
場
所　

茨
城
大
学
水
戸
キ
ャ
ン

パ
ス
ほ
か

○
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
職

の
方
で
全
日
程
参
加
で
き
る
方

○
定
員　
６
～
７
人
（
応
募
多
数

の
と
き
は
抽
選
）

○
受
講
料　

無
料
（
交
通
費
、
昼

食
代
な
ど
は
各
自
負
担
）

○
申
込
方
法　
９
月
30
日
㈮
ま
で

に
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
新
着
情
報
」
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
か
、
申
込
先
へ
請
求
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ
。

申
問
茨
城
大
学
社
会
連
携
課
（
茨
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城
県
北
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

事
務
局
）

☎
０
２
９
‐
２
２
８
‐
８
８
２
５

０
２
９
‐
２
２
８
‐
８
５
８
６

■
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

「
就
職
カ
レ
ッ
ジ
」
開
催

○
と
き 

10
月
６
日
㈭･

７
日
㈮

･

13
日
㈭･

14
日
㈮
・
17
日
㈪

　

各
日
と
も
午
前
９
時
30
分
～

　

午
後
４
時
30
分

○
と
こ
ろ　

県
水
戸
合
同
庁
舎

○
対
象
者　

お
お
む
ね
15
歳
～
39

歳
の
求
職
者
30
名
（
全
日
程
を

参
加
で
き
る
方
）

○
申
込
方
法
・
そ
の
他　

事
前
予

約
制
、
参
加
費
は
無
料
。
電
話
ま

た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
。

申
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雇
用
人
材
協
会

☎
０
２
９
‐
３
０
０
‐
１
７
３
８

 s-college@
kokyo-jinzai.org

■
震
災
に
よ
る
倒
壊
等
建
物
の

滅
失
登
記
に
つ
い
て

　

水
戸
地
方
法
務
局
で
は
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
地

域
の
速
や
か
な
復
興
に
資
す
る
た

め
、
被
災
建
物
に
つ
い
て
、
被
災

者
が
登
記
申
請
を
す
る
こ
と
な
く
、

登
記
官
が
職
権
に
よ
り
滅
失
登
記

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
地
調
査
等
で
関
係
さ
れ
る
方

に
お
話
を
伺
う
な
ど
、
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
地
域　

茨
城
県
全
域

○
期
間　

来
年
３
月
31
日
ま
で

問
水
戸
地
方
法
務
局 

不
動
産
登 

■
水
戸
地
方
法
務
局
（
本
局
）
の

一
部
移
転
の
お
知
ら
せ

　

10
月
11
日
㈫
か
ら
一
部
事
務
の

取
扱
窓
口
が
移
転
し
ま
す
。

○
新
所
在
地
　
水
戸
市
三
の
丸
１

丁
目
１
番
42
号　

駿
優
教
育
会

館
７
階

○
移
転
事
務
　
不
動
産
登
記
、
会

社
・
法
人
登
記
、
登
記
事
項
証

明
書
な
ど
、
戸
籍
・
国
籍
、
供

託
、
人
権
擁
護
な
ど

問
水
戸
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
２
９
‐
２
２
７
‐
９
９
１
１

■
茨
城
司
法
書
士
会
法
律
相
談

日
立
会
場
の
お
知
ら
せ

○
と
き　

10
月
１
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

日
立
市
中
小
路
交
流

セ
ン
タ
ー
（
日
立
市
若
葉
町
）

○
内
容　

借
金
、
土
地
建
物
、
相

続
、
裁
判
、
会
社
な
ど
の
相
談

や
、
そ
れ
ら
に
伴
う
登
記
相
談

○
申
込
方
法　

当
日
会
場
で
直
接

※
事
前
予
約
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
茨
城
司
法
書
士
会

☎
０
２
９
‐
２
２
５
‐
０
１
１
１

■
第
５
回
ど
う
ぶ
つ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
か
み
ね
写
生
会

○
と
き　

10
月
２
日
㈰
（
雨
天
時

　

９
日
）
午
前
９
時
～
午
後
２
時

○
と
こ
ろ　

か
み
ね
動
物
園

○
対
象　
４
歳
以
上
～
小
学
生

○
募
集
人
数　

先
着
80
人

■
く
ら
し
の

安
全
セ
ミ
ナ
ー
＆
相
談
会

○
と
き　

10
月
１
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

○
と
こ
ろ　

ひ
た
ち
な
か
商
工
会

議
所
３
階

○
内
容　

地
震
保
険
の
仕
組
み
、

介
護
、
年
金
、
保
険
の
見
直
し
、

定
年
後
の
プ
ラ
ン
、
葬
儀
や
お

墓
の
知
識
、
住
宅
取
得
な
ど

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
左
記

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
問
日
本
Ｆ
Ｐ
協
会
茨
城
支
部

☎
０
２
９
‐
３
０
２
‐
５
３
２
０

h
ttp

s://w
w

w
.jp

fp
.or.jp

/
shibu/ibaraki/

■
９
／
27
か
ら
ラ
イ
タ
ー
の

販
売
規
制
が
始
ま
り
ま
す

　

子
ど
も
の
遊
び
に
よ
る
事
故
や

火
災
を
防
ぐ
た
め
、
Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー

ク
が
表
示
さ
れ
て
い
な
い
ラ
イ
タ

ー
は
９
月
27
日
か
ら
原
則
販
売
禁

止
と
な
り
ま
す
。

　

ラ
イ
タ
ー
は
、
子
ど
も
の
手
の

届
か
な
い
場
所
に
保
管
し
、
不
要

な
も
の
は
使
い
切
る
か
ガ
ス
抜
き

を
し
て
適
切
に
廃
棄
し
ま
し
ょ
う
。

問
県
生
活
文
化
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
８
２
８

記
部
門 

滅
失
登
記
対
策
委
員
会

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
５
１
３
９

○
申
込　

事
前
登
録
。
市
内
の
方

は
10
月
１
日
㈯
ま
で
に
左
記
へ

（
子
供
は
入
場
無
料
）。

申
問
北
茨
城
ア
ニ
マ
ル
ク
リ
ニ

ッ
ク	

☎
㊸
６
６
３
３

陸上自衛隊
看護学生

防衛医科大学校
学生

防衛大学校
学生

応募資格
昭和63年4月2日

〜
平成6年4月1の
間に生まれた方

平成3年4月2日〜
平成6年4月1日の間に

生まれた方

受付期間 9月5日㈪〜9月30日㈮

試験日 第1次試験
10月22日㈯

第1次試験
10月29日㈯、
30日㈰

第1次試験
11月5日㈯、
6日㈰

試験会場 茨城県信用組合本店
茨城県信用組合本店

または
霞ヶ浦駐屯地など

試験内容
筆記試験（択一
式）
国語、数学、理
科、英語・作文

筆記試験
29日
（択一式：国語、
数学、外国語）
（記述式：国語、
外国語）
30日
（記述式：理科、
数学）

筆記試験
5 日：人文・社会
科学（外国語、国
語 ）、 理 工 学（ 外
国語、数学）
6 日：人文・社会
科学（国語、数学、
公民、地理歴史）、
理工学（理科、数
学）

問自衛隊茨城地方協力本部日立出張所
　（日立市平和町 1-13-7）	　 ☎ 0294‐ 21‐ 1524

◢ 自衛官募集 ◣
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■心配ごと相談
[ 地域福祉交流センター ]
９月 15 日㈭、29 日㈭、10 月６日㈭
[ 大津町公民館 ]
９月８日㈭、21 日㈬、10 月 13 日㈭
どちらも午後１時～４時

問社会福祉協議会　☎４２‐０７８２
■移動児童相談　
　９月７日㈬、21 日㈬、10 月５日㈬
　午前10 時～午後３時
　大津子どもの家
問社会福祉課　内１３２

■健康いきいき体操
　【エイサー太鼓】[ 市民ふれあいセンター ]
　９月 21 日㈬　午前 10 時～ 11 時 30 分
　【ステップ台】[ 平潟町公民館 ]
　９月 13 日㈫　午前 10 時～ 11 時
問生涯学習課　内４３２
■「ふれあい体操」

　９月 13 日㈫、22 日㈭、27 日㈫、10 月４日㈫
　午後１時 30 分～ 4 時　市民ふれあいセンター
問地域包括支援センター　内１２４

健　診　と　相　談

休日の
当番医

☆各種健診など☆各種相談など

診療時間　午前９時～午後５時

9／11
友愛クリニック
☎ 43-1398 ( 磯原町 )

18
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

19
北茨城中央クリニック
☎ 30-1600 ( 磯原町 )

23
あおぞらクリニック
☎ 30-7770 ( 中郷町 )

25
瀧病院
☎ 42-1221 ( 磯原町 )

10／2
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

9
廣橋第一病院
☎ 46-5111 ( 関南町 )

10
かもめ大津港クリニック
☎ 46-0133 ( 大津町 )

市立図書館　☎ 42－1451

●グランプリ

●翼のある依頼人

●風の浄土

●覚悟の眼

●天の方舟

●盆まねき

●空色バレリーナ

●へちまのへーたろー

●おばけのチョウちゃん

●おじいちゃんのふね

高千穂　遥

柄刀　　一

中津　文彦

萩　　耿介

服部　真澄

富安　陽子

牧野　節子

二宮由紀子

長野ヒデ子

ひがしちから

9 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 10/1

2 3 4 5 6 7 8

☆ぽっぽのおはなし会☆（参加無料）
９月 28 日㈬ 午前 10 時から 11 時ま
で、幼児を対象に絵本の読み聞かせや
紙芝居、手遊びなどをしています。

は休館日

月 - September -
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■歯の相談（要予約）
９月 28 日㈬、10 月 26 日㈬
午前９時 30 分～ 11 時 30 分

■精神保健相談（要予約）
　９月 21 日㈬、10 月 24 日㈪
■育児相談（５カ月以上の乳幼児）
　９月 28 日㈬、10 月 26 日㈬　
　午後１時～２時受付
■４カ月児健康診査
　９月 15 日㈭、10 月 20 日㈭　
　午後０時 30 分～１時 15 分受付
■１歳６カ月児健康診査

９月 16 日㈮、10 月 28 日㈮
午後１時～１時 30 分受付

■２歳児歯科健診
10 月６日㈭
午後１時～１時 30 分受付

■３歳児健康診査
９月９日㈮、10 月 14 日㈮　午後１時～２時受付

問保健センター　☎４３‐１３１０
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今月の納税
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珍しいキュウリの実
鈴木　利通　さん　宅（磯原町）

庭のキュウリの中に見つけたトマトのような
実。近くで育てていたミニトマトと交配してしま
ったのかと思っていましが、その正体はキュウリ
の雄花についた実でした。キュウリの雄花に実が
つく事はごぐまれで、知り合いや見物に訪れた人
は誰も知らなかったそうです。

うちのうちの

　
８
月
21
日
、
夏
恒
例
の
市
民
夏
ま
つ
り
が
磯
原
駅

周
辺
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
回
目
と
な
っ
た
今
年
は
、
震
災
か
ら
の
復
興
を

め
ざ
し
「
明
日
を
信
じ
て　
元
気
！
北
茨
城
」
を
合

言
葉
に
開
催
。
前
夜
祭
で
は
歌
手
キ
ム
・
ヨ
ン
ジ
ャ

さ
ん
が
出
演
し
、
歌
の
ス
テ
ー
ジ
に
多
く
の
観
客
が

魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
が
、
ス
テ
ー
ジ
や
大
通
り
を
メ
イ
ン
会

場
に
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

音
楽
グ
ル
ー
プ
「
ド
リ
ー
ム
ズ
・
カ
ム
・
ト
ゥ
ル

ー
」
の
復
興
支
援
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
る
な
ど
で
、

８
万
５
千
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
夕
方
に
は
雨
も
上
が
り
、
恒
例
の
市
民
踊
り
の
後
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
石
井
竜
也
さ
ん
制
作
の
「
つ
よ
く
い

き
よ
う
」
を
全
員
で
合
唱
。
皆
さ
ん
の
思
い
を
ひ
と

つ
に
、
ま
つ
り
は
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。

市の人口と世帯　平成 23 年 8 月 1 日現在（　）は前月比

総人口… 46,287 人 （ − 44） 出　生… 24 人 （　 　 0）

男… 22,772 人 （ − 19） 死　亡… 32 人 （ − 15）

女… 23,515 人 （ − 25） 転　入… 55 人 （ − 28）

世帯数… 17,435 世帯（ ＋ 13） 転　出… 91 人 （ − 32）

市の行事や休日の当番医などの問い合わせは 発行／北茨城市　　編集／市民課
〒 319−1592　北茨城市磯原町磯原1630番地
☎ 0 2 9 3−4 3−1 1 1 1
◆ホームページ
　http://www.city-kitaibaraki.jp
◆Ｅメール
　kouhou@city-kitaibaraki.jp

市政に関する提言は

…市民ダイヤル　☎ 4 3 ー 2 3 2 3
　　　　　　　　☎ 4 3 ー 2 3 2 4

…市長への FAX　　　　30 ー 1350
この広報きたいばらきは環境にやさしい植物性
大豆油インキを使用して印刷されています。

北茨城市
携帯電話サイト

「歌や音楽に合わせてお

どることと、ラジオ体操

が大好きな女の子です。

たくさん食べてすくすく

育ってね。」

（父 俊之さん 母 千恵さん） （父 裕樹さん 母 理子さん）
（1 歳 4 カ月　大津町）

村
山

矢
代

こ と ね り ん

琴音 凛

「横浜から茨城に引っ

越してきて３カ月。パ

パとママが育ったこの

町でいっぱい思い出作

ろうね。」

（1 歳　中郷町）

　

か
つ
お
が
大
好
物
の
グ
リ
ち
ゃ
ん
。
名
前
の
由
来
は

「
Ｇ
Ｌ
Ｅ
Ｅ
（
歓
喜
）」
か
ら
と
り
ま
し
た
。
草
む
し
り

が
得
意
な
お
利
口
さ
ん
で
す
が
、
雷
は
苦
手
で
す
。

磯原町・永瀬さん宅の

（ミックス犬・オス・８歳）
グ リ グ リ

思
い
を
ひ
と
つ
に

　
　
　
第
４
回
市
民
夏
ま
つ
り

ち　ゃ　　ん
ち　ゃ　　ん

表 紙 解 説
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